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1 愉文の採杏:愉3どの保谷は EdiLOri，1b山 rdのメンパー による3'f.統t出資の結保に1，'(:;、決定される ただし，
シンポジウムなどの記録や治験論文については編集部で採脊を決定する。
4. 輪文の訂正・ Ïf.縦割平査の紡燥，出{ f~'~の訂正を求められた幼合は， 4.0日以内に， 訂正された脱稿に官T正刊を
別示した手紙をつけて， liJfle泌尿術科紀要刊行会宛て送付すること，なお， I':dilorのJ!t1において一郎ネ{'J
の訂正をすることがある.
5 採択輪文。愉文が採択された場合， Jj;l11:~ を 3 . 5 インチフロッピーディスク ・ MO デイ又ク ・ CD-R ・CD-
RWのいずれかに保布し，編集開1へ送付する，ディスクには愉文受付帯号 目f官邸型"者名 ・機;組名 ・ソフ トウ
エアとそのパージョンを明記する.Winclowsの助合は MS-Wol'c1・ 一太郎，また おlac川loshの場合は EG-
Word . MS-Wordとし，特に Macintoshにおいては MS-DOSテキ1トファイ Jレに保存して拠出すること.
6. 校主 :校正は著者による:l't任校itとする 若者被数の場合は校正責任者を投*':~ II奇指定する.
7. 掲載 :開iXーの掲Ilotは採川M闘を)J;(l/llとする白 ililijtl械を希艶するときは投机|時にその廿巾しtl1ること
(1)掲載料は l頁につき前l文は5，775fJ1 (税込)， 1A文は6，8251"J (純込)，粗過日は 11'1につき7，350円 (悦
込)，'.I2j.以の製版代，凸lほ トレ-A代，別1ト，送料などは別に筑波をIJし受ける目
(2) 込且íl!<illiI<に は迅速jti~iI(料を袈する . 5頁以内は31，500PJ (税込)，6 H以上は IP仰に10，5001"(税込)
を力Inした似合巾し受ける
(3) 部知lの効県， iJIl i:tfl'"，t郊の!主総1，前療機械の1<1:1などに|制する治験i論文および学会抄純については，ぬ縦
料を別途にIJ.Iし受ける.
8. jJiJl:l: 30部までは無料とし，それを必える部数については~凶 l~ftlとする 耕者校.TI'.I暗に部数を桁定する
InrOl'lnalion ror AUlhors Subl1illing Papers in Eng1ish 
1. Manlscripts， lab1cs anc1 figll'cs J11l1s1 bc slIbmilCc1 in 1I1'ec copics. Mal1l1scripts sholld bc typ凹|
dOllblc-spaccd wil.h widc l1argins on 8.5 by 1inch papcr. Thc lexl orall'cglllar manusct'ipts shoulcl 
nol cxcccd 12 lypcwriLtcn pagcs， and I'hal or a c，:注目!report 6 pagcs. Thc abSlraCl sholld 10t cxcccc1 
250 worcls ancl shollcl conlain 10 abbrcvialion自
2. The Al'st pagc shollcl conta川 thctilic) ful1"l3mcs and a汀ilialiol1soJ'lhc allhors， kcy words (no ll10rc 
l h ~U1 5 words)， and a J'unning litlc CQn出sl;ng01' lhc firsl aUlhor and lwo words. 
c.g.: Yam抗d;勺じt，1.: Proslalic canccr' PSAP 
3. Thc lisl orrcrcrcnccs sholld includc only Ihosc publicalions which are CilCd inlhc lCXl. Rcrcl'cl1CCS 
should nOl cxcccd 30 rcadily avail<lblc c;lalions. Rcrcrcl1cc sholld bc in lhc ronn 01' sllpcrscript 
numcrals ancl shoulcJ nOl bc a，'，・angclalphabclicaly 
4-. Thc titlc， thc namcs and amliations Oflhc authors， and an ab:)ti'actぉhoulcbc proviclcd in j"l'anωι 
5. For rurthcr dctail!)l rcfcr 1:0 a J'cCcnl jour 
編集後記
先日，節目問泌以器科分下 ・細胞研究会を京都でおl止問させていただいた目この会は発Jl当時フローサイ トメ
トリ ーなどの定i占的な制11 )抱月平析に附するliJf究会であったが，現在では上犯のように名称も変lll~ れ，泌尿持事| が
I削係するすべての滋礎研究が対象となっている.また今回からは俊秀なliJf先発袋に引先奨励立が授与・されること
になった. 奨励rtの j~1開i もあるのかもしれないが，ここ数年研究発表のレベルは怖段に l11 くなったように忠う .
偶然にも会の当l二|にトリノ冬季オ リンピックIjt-のメダルである 7イギユアスケー トk子の金メダJレが決まっ
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